2011年11月11日

各位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日本広報学会　第１４回公開シンポジウム

復興に向けた日本のブランディング

～3.11後の新たな挑戦～

開催のご案内

10月に開催された本学会研究発表大会では、「東日本大震災における広報課題～想定外のクライシスマネジメント」を統一論題とし、3.11のもたらした広報課題を様々な角度から討議しました。本シンポジウムでは、課題の1つとしてあがった地域復興を国家的視点まで広げ「復興に向けた日本のブランディング」をテーマとすることにいたしました。

基調講演では、ブランド戦略論の権威である中央大学ビジネススクール田中洋氏から「日本のネイションブランディングを考える」と題しまして、ブランドの本質、国家的に取り組む場合に必要な戦略論などについてお話いただきます。

パネル・ディスカッションでは、政府、企業、地域の視点を持つ方々にご登壇いただきます。「クールジャパン室」は、日本のアニメ・ファッションなどの文化産業を国家プロジェクトとして戦略的に海外発信するため、昨年、経済産業省に設置されました。室長の渡辺哲也氏からは、現在の活動状況と今後の展開について解説していただきます。資生堂の太田正人氏からは、中国でのＣＭ映像を交えながら、中国における資生堂ブランディングマーケティングについてお話いただきます。医療福祉ジャーナリストの小川陽子氏からは、医療サービスを受けるため他国へ渡航する「医療ツーリズム」についての最新情報をご提供いただきます。先端医療事業を核として食文化や観光を外国人に対して一体的に提供する動きや徳島県、韓国の具体事例を解説していただきます。モデレーターは、企業や地域のブランディングを数多く手掛け、3.11後には「ジャパンブランドルネッサンス」を提唱した本学会会員である山田敦郎氏が務めます。

外国人誘客、海外でのマーケティング、国家による情報発信といった観点から、ジャパンブランドの可能性や発信における課題などを討議し、新たなステージに立つために広報が果たせる役割を考える機会としたいと思います。

なお、本シンポジウムは一般公開にしておりますので、学会員以外の方の参加も歓迎しております。是非お知り合いの方もお誘いいただき、多数の方のご参加をお待ちしております。

－記－

【テーマ】復興に向けた日本のブランディング　～3.11後の新たな挑戦～

【開催日時】2011年12月6日（火）13：30～17：00（受付開始 13:00）

【会場】学士会館（本館）2階　202号室　

（東京都千代田区神田錦町3-28　Tel.03-3292-5936　地下鉄：都営三田線・新宿線、

東京メトロ半蔵門線「神保町」駅下車　Ａ９出口より１分）

【プログラム】

■開会挨拶（13：30～13：40）　

■基調講演（13：40～14：40）
「日本のネイションブランディングを考える」
田中　洋氏（中央大学ビジネススクール 大学院戦略経営研究科 教授

京都大学博士（経済学））
■休憩（14：40～14：50）
■パネル・ディスカッション（14：50～16：50）
「ジャパンブランドの可能性」
パネリスト: 渡辺　哲也氏（経済産業省クリエイティブ産業課クールジャパン室　室長）

太田　正人氏

（㈱資生堂　中国事業部　事業管理部　事業開発グループ　グループリーダー）

小川　陽子氏（医療福祉ジャーナリスト/米国CMBイメージコンサルタント）

モデレーター：山田敦郎氏（グラムコ株式会社　代表取締役社長）
■閉会挨拶（16：50～17：00）



【参加費・申し込みについて】

参加費および資料代として：　　学会会員3,000円　　非会員4,000円

※当日受付にてお支払いください。

申し込み方法：

参加希望の方は、日本広報学会事務局までeメールにてお申込みください。
ＷＥＢからのお申込みも当学会ホームページから可能です。

申し込み締切：11月29日（火）
※会場の都合により、先着100名様にて締め切らせて頂きます。
なお、申込後キャンセルされる場合は、必ず前日までに事務局へご連絡願います。無断でご欠席の場合は、後日会費を請求させていただきます。

＜本件に関する問合せ・ご連絡先＞

日本広報学会　事務局（事務局長　山田　達雄）

〒101-0064　東京都千代田区猿楽町2-2-7第二浦野ビル402
　　　　TEL.03-5283-1104 FAX.03-5283-1123　e-mail:jsccsty@gamma.ocn.ne.jp
　　　　ホームページ  http://www.jsccs.jp/
PAGE  
1

